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伝
記
的
研
究
明治二十八年六月『東洋学芸雑誌』第一六五号に発表された狩
野
亭
吉
氏
の
〃
志
筑
忠
雄
の
星
気
説
〃
と
い
う
論
文
は
、
日
本
人
に
志
筑
忠
雄
と
い
う
人
物
と
そ
の
独
創
的
な
宇
宙
起
源
に
関
す
る
星
雲
説
の
内
容
を
教
（１）
えるものであった。これについては既に述べたので、ここでは大
槻如電翁の記事から始めたいと思う。
明治四十年刊行の大隈重信編『開国五十年史』上巻に大槻如電
は〃欧州学術伝来史〃を執筆して、蛮学・蘭学の発達に関する史
実
を
通
観
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
同
じ
通
弁
員
に
（
こ
の
引
用
文
の
前
に
本
木
の
天
文
書
翻
訳
の
記
事
が
あ
る
。
大
森
註
）
中
野
柳
圃
（
志
筑
忠
雄
の
こ
と
。
大
森
註
）
と
云
へ
る
は、夙く其職を辞して、是も欧州星暦の書を訳述せんと欲し、
閉戸従事する十年、党に暦象新書を箸はしたり（寛政十年、一
法
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号
１９三二一
、、、、伝
記
的
研
究
文
化
史
的
研
究
（
本
節
半
ば
迄
本
号
掲
載
）
鹸
近
の
研
究
結
び 『暦象新書』および志筑忠雄の研究史
ｌ
星
史
家
に
よ
る
評
価
に
つ
い
て
目
Ｉ千七
百
九
十
八
年
）
。
こ
の
高
等
専
門
学
な
る
星
象
究
理
の
書
を
読
永
破
らんと刻苦せしが、了解する能はざること多きに逢ひ、寝食を
廃せし凡そ幾回なることを知らず。然るに其困苦の極まり、和
蘭の文辞に語格・詞品のある事を看破し、六烙九品を回定して
一つの文典を作りたり。然れども中野は世人と更に交通せざれ
ばか上る抄訳も知る人なかりしが、大槻の子大槻玄幹の見現は
（２）
す所となりて、和蘭文法は世に伝はりたり。
（引用文は、漢字については当用漢字に訂正したが、仮名過い
ば
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
以
下
、
引
用
文
に
つ
い
て
同
様
に
取
扱
う
。
）
前章に記せし中野の文法書は、大槻子長崎遊学中、中野左訪ひ、
始めて其発明あるに雑き、通弁員中に伝へ、馬場・本木一征・
吉雄一一世の三子を伴ひ、同じく中野の教を受く。是れぞ和蘭の（３）
難叩格文法の世に現はれたる初めなる（文化元年一千八百四年）
と述べ、中野の『暦象新書』訳出とその苦心・蘭語文法の発見と
その流布の端緒を明らかにした。蘭語文法発見の功を述べたのは、
この文が最初であろう。更に大正二年刊行の『文明源流叢書』第
一巻には大槻文彦述〃日本文明の先駆者〃がある。そこには志筑
についての紹介がある。大槻文彦氏は、江戸を中心とした蘭学の
大
森
(三）
一
一
八
実
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発達を一、洋学の濫膓二、青木文蔵一一一、前野良沢、杉田玄
白
四
、
大
槻
玄
沢
五
、
玄
沢
門
下
の
諸
名
家
六
、
蘭
学
の
系
統
の
順
に
述
べ
、
七
、
長
崎
の
蘭
学
で
長崎の通辞が洋書を読むことを許されてから、西善三郎、本木
栄之進、吉雄耕牛などといふ学者が出来て来た。其中に中野柳圃
と云ふ人がある。此人は非常な篤学な人で、蔵の中に二十年も這
入って居って更に世間へ出ない。さうして天文に関する「暦象新
書」といふ書物を翻訳した。最初天文の書物を読まうとしても中
々分らない。そこで熟々老へた。蘭書を読むには先づ其文法語法
を知らなければ読めるものでない。文法語法が第一であると気が
ついて「和蘭詞品考」といふ文法書を箸はした。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
Ａ
）
之
れ
は
西
洋
の
文
法
書
を
見
た
の
で
も
何
で
も
な
い
。
和
蘭
の
書
物
を
読
む
に
は
斯
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
、
自
分
の
新
発
明
で
あ
り
ま
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
４
）
す。此の中野の文法が出てから和蘭の学問は一変した（傍点は
大森）
と
、
志
筑
の
文
法
を
高
く
評
価
し
た
。
し
か
し
傍
点
部
Ａ
に
つ
い
て
は
後
に
疑問が提出される。
上に述べた大槻文彦の記事も『暦象新書』に触れてはいるもの
の蘭文法自覚についてより多くが語られている。しかし大槻如電
『新撰洋学年表』大正十五年（明治十年の『日本祥学年表』の大
改訂版）には、志筑関係の記事も多数見出される。すなわち本木
氏への入門、蘭文法自覚、『求力論』『火器発法伝』、『魯志亜志
附録』、『八円賎』、『和蘭詞品考』、『鎖国論』、『日蝕絵算』、『二
国
会
盟
録
』
『
暦
象
新
書
』
、
志
筑
の
門
弟
達
な
ど
、
他
の
蘭
学
者
と
同
『暦象新書』および志筑忠雄の研究史日（大森）
じく志筑についても豊富な記事が見られる。ここでは『暦象新
書』についての記載を見ると、
六
月
暦
象
新
書
上
編
志
筑
維
訳
原
書
は
英
国
人
ケ
ー
ル
所
著
天
文
書
なり。一一十年の辛苦にて記述すると云ふ、其例言に子は一個の
舌人にて僅かに蘭書の大意を解する事を得るの糸。和漢の典籍
に暗ければ如何で天学の何老たるを知らん。唯訳文の拙にして
読
人
詳
か
に
原
文
の
意
を
理
会
す
る
の
難
か
ら
ん
事
を
恐
る
故
に
不
得
己
柳所聞を雑へ其言の天経或川、暦算全書に及ぶが如し（寛政十
年の条）
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首ノ元気屈伸一編〈漢ト西トヲ考へテ子ヵ言へルナリ（寛政十
二年の条）
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せらる人者（後略）（東和二年の条）
以上の記事は『暦象新書』の例言から一、一一を引用し、また各
章節の標題を列記し、きわめて簡単な解説を加えるなどしてい
る。これは堪大な史料に基づく記述が豊富に盛られている『新撰
（５）
洋学年表の特徴でもあって、後の研究の手引となっている。
こうした伝記的研究の結果は、他の観点からの研究に材料を提
供するものであって、家伝の伝説と書籍解題的記事をわれわれに
与えた大槻氏一族の功績は、『暦象新書』の研究史においても高
く評価されるべきであろう。
これとほぼ同じ傾向を持つものに古賀十二郎、岡村千曳があ
る。これらの人々の文には大槻一族のそれのように話の持つおも
しろさはないが、確実な史料に基づいた手堅さが感じられるので
ある。特に古賀は特筆されてよい。
古賀氏は長崎の地方史家であるが、蘭学史学者と伍してひけを
（６）
とらなかった。その『西洋医術伝来史』や『長崎市史洋学篇』な
ど名著として有名である。大正十五年四月に『長崎と海外文化』
が刊行されたが、それは当時の長崎市長錦織幹のことばによれば
長崎市史を簡約にしたものであった。上編は永山時英の筆による
ものであるが、下編は古賀氏により執筆され総数九四頁語学・天
文学・医学・博物学・物理化学其他・気象観測・写真・印刷・工
芸・特殊なる行事・卓歌料理其他・長崎料理と菓子の十二章を
含んでいる。そして天文学の章で長崎に於ける天文学の発達、本
木仁太夫の業績を述べた後で
志筑忠雄は天明二年に著せる万国管窺蝿轤輌癖鰄糊に於てニュー
法
政
史
学
第
二
十
五
号
トンの学説に触れ、尋いで寛政より享和へかけて暦象新書を発
表した。そしてその著述に於て星気説を述べてゐるが、その学
説は泰西の天文学者ラプラースや哲学者カントなどの星気説と
併せ称すべきもので実に徳川時代に於ける日本理学界の誇りと
すべきものである。
なほ志筑氏は日本数学、物理及び語学の歴史に於ても特筆す
べき人物であった。前記著述の外四紙図説、求力論、三角提要
秘算、八円儀、奇児伝日蝕絵算等を挙げておきたい。（中略）
本木志筑両氏の開拓によりて爾後日本の天文学は著しく進歩し
た。しかし長崎に於ては、爾後両氏に比べて遜色なき天文学は
（７）
現れなかったやうである。
と述べて、志筑が日本科学史上重要な人物であることを説いた
が、また『西洋学家訳述目鍾嘉永五年．『新撰祥学年害のい
ずれにも現われなかった『万国管窺』、『四縦図説』、『’一一角提要
秘算』の存在が説かれたことは注目に価する。そしてこれらの更
に充実したものをわれわれは、昭和十八年雑誌『科学朝日』一月
号の〃志筑忠雄〃に見出すのである。そこで古賀氏は、理学者と
しての志筑について家系・生涯、学統、『暦象新書』をはじめと
する十種の著訳の解題、門弟の各項について欽述しているが、
当時までの彼の研究がよく整理されほとんど完全に近い形で提出
されている。しかも大槻如電や後述する板沢武雄・林鶴一両氏の
諸研究をも含めたそれまでの研究には見られない新事実や新見解
を確実な史料に基づいて述べている。その若干を挙げれば『暦象
新書』中編下巻の記事に基づいて、志筑が光学書を某氏から借用
○
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閲覧したこと、ケイル原本の諸版について記したこと、『暦象新
書』の吉村迂斎による序文（古賀氏執筆当時現存したもので現在
は所在不明）と南部処士芳沢武卿の序文に相違があること、『万
国管窺』の記事により天明二年には既にケイル全書を読んでいた
こと、『火器発法伝』はケイル全書第十六巻中に在るものを訳し
たものである一」と等である。更に昭和四十一年刊行の「長崎洋学
史」上巻において、〃志筑忠雄及び其著述〃。〃志筑忠雄の門人〃
の項を設け、その生涯・箸訳書・門人と志筑の影響について三十
頁にわたって実証的にまた詳細に述べた。これは、現状にあって
は志筑研究の出発点ともなるべきものであるが、これらの記事の
中で『万国管窺』『計意留求力論』『火器発法伝』『八円儀』『暦象
新書』『鎖国論』『暦象必備』など十六種の著作の解題に注目すべ
きであろう。
古賀の業績とは別な事実を加えた者は岡村千曳氏である。岡村
は、昭和二十五年九月『早稲田学報』復刊第四巻第八号に載せた
（９）
〃西詩邦訳の濫膓〃という論文の中で、志筑のラテン詩漢訳と
『蘭詩作法』を紹介した。前者については
ケンペルの「日本志」鋪三巻の末に「日本と対外貿易」と題し
鎖国の可否を論じた一意がある。これを享和元年に志筑忠雄の
翻訳したものが「鎖国論」として世に知られている。その中に
羅甸詩二行の訳が見えている。原文はヴィルギリウスの農事詩
買の①。且。の：第一篇より引用した次のようなものである。
国旨のの、の〔のの》】一一一○ぐのロ百口［【の一一Ｏ旨印ごく囚の
閂ロ」冨日葺一斤同ワ員》目○一］のいのロロ日ゴロ日の回す：
『暦象新書』および志筑忠雄の研究史日（大森）
此
有
饒
禾
稼
彼
有
美
蒲
萄
印度出象牙沙巴産名香鉗迦
（中略）訳者（志筑を指す大森註）はこの詩に注して、訳詩の
前二句、即ち原文第一行は「古の詩人ヒリギリュスが語に本づ
けりと見えたり」と言っている。恐らく彼が翻訳の際に参考し
たヌラールトの羅甸書中にヴィルギリウスの句として引用され
（Ⅲ）
てあるのを見て、これを知ったのであろう。
と述べ、後者については、伊達重村夫人の還暦を祝うために当時
長崎に留学中の大槻平泉が玄沢の指唆の下に、何かの賀詞を献げ
ようとして師の志筑忠雄に相談し、その周旋によって生まれた平
泉筆『三国祝章』の目次中に、
蘭詩作法大日本長崎”和柵志築忠雄
とあることを指摘し、この部分と他の一一一枚の挿絵とは脱落して白
紙となっているために内容不明であるが、稿本末にある平泉の、
〃論三国歌詩体制異同〃から志筑の説の一端を窺ことができると
している。岡村はこれについて次のように解説している。
次に大槻清準即ち平泉の「論三国歌詩体制異同」と題する一文の
大意を紹介する。原文は漢文で頗る難解のものである。（中略）
〔大意〕和蘭の詩には数体ある。私はその一を志築忠雄に聞
いた。それによると、句（旨のの意味）は、音節から成ってい
る。音節は字を結合して出来たものである。それ故、音節を
整えて句が成り立つ。句には、十一一一音節のものと十二音節の
ものがある。上二句十一一一音節、下二句十一一音節の詩を豪傑体
（己の］すの□＆巴Ⅱ底のＨｏ－ｏ己・の目）と呼ぶ。これが普通である
一一一
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が、或は音節の多い方の二句を分ってその間に音節の少い二
句を置くこともある。
また聞く所によると、音節には長と短がある。長音節と短
音節とを合せたものを一尺（韻脚または音歩の意味）といひ、
六尺はこれを押韻句（の日己のぐの『の）と呼ぶ。六尺有半は帯韻
（ｕ）
句（の］の⑦己のｐｑのぐの『の）といはれる。
こうして志筑はラテン詩邦訳の最初としての名誉を担うことと
なったのである。また岡村氏が『暦象新書』下編の完成を享和二
（旧）
年とせず享和三年とすることは、それを裏付ける史料があること
と思われるが、その根拠について私は未知である。
現在においては、本節で述べてきたような研究の方向を進めて
きた者は、古賀氏門下渡辺庫輔氏と神田茂氏である。
昭和三十二年渡辺氏の『阿蘭陀通詞志筑氏事略』が出版された
が、本書は『阿蘭陀通詞本木氏事略』『阿蘭陀通詞楢林氏事略』
『阿蘭陀通詞加福氏事略』と並んで、オランダ通詞諸家に関する
精細な研究の一つである。全七二頁中三十五頁を費して志筑忠次
郎（忠雄）について述べている。その文は、生涯と著作の解題・
生没年・門弟に分かれるが、著作解題がもっとも長い。そこには
江戸時代の史料の他に明治期の狩野論文以後およそ志筑について
触れた文章がすべて網羅摘記されているといっても言い過ぎでは
なく、渡辺の所蔵書に基く記述と一体になっている。渡辺はこの
著書により二十四種の志筑の著作を紹介し、二十一種を解説し
た。その中には彼によってはじめて紹介された『鈎股新編』が含
（旧）
まれている。
法
政
史
学
第
二
十
五
号
神田氏は、昭和三十六年四月に行われた蘭学資料研究会の席上、
（ｕ）
〃士心筑忠雄の箸訳書〃と題して研究発表を行い、各種の目録を調
査した結果を整理して志筑の著作三十種を挙げておのおのについ
て、所在、簡単な内容・成稿年月などを解説し、それらを天文十
一一一種、語学五種、地理四極、数学四極、兵学二種、雑二種に分類
した。そしてそれら三十種の箸訳書の中著作年代の不明のもの十
二種、内容不明のもの五種を指摘した。
この渡辺・神田両氏の二論文は、今後の志筑研究に際してはつ
ねに研究手引として参考されるべきであろう。
この他、新しい史料や新見解は含んでいないが、森銑三氏の〃独
（脂）
力で星雲説を唱えた物理学者中野柳圃〃は、志筑忠雄という人物
を一般人に知らせる点では大きな役割を果していると思われる。
以上記してきたように、志筑忠雄の伝記的研究は着実な発展を
遂げてきたが、これと同じく実証的な手堅さを持ちながらも日本
史の一環としての蘭学史という観点から、志筑を日本史上に位置
づける観点が昭和初頭から起きてくる。これは文化史的あるいは
思想史的考察と言うことができる。その先頭をきるものは板沢武
雄氏である。オランダ留学を終えて昭和四年に帰朝した板沢氏は、
昭和七年〃蘭学の意義と蘭学創始に関する二一一一の問題川という論
文を『歴史地理』誌上に四回にわたって連載した。この論文は、
日本とオランダ両側の史料を豊富に駆使して、蘭学をまず南蛮学
（蛮学）・洋学から区別し、その内容を、Ⅲ医学・本草学、②天
二
、
文
化
史
的
研
究
一
一
一
二
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文学・暦学・地理学、③兵学に分けてそれぞれの発達を論じた。
その文中四箇所に志筑について述べているが、当然志筑の業績の
み
を
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
まず蘭学の意義を論じて、蘭学とは、〃解体新書形体名目編を
翻訳せられた会業の時Ｃ七七一’一七七四）に新につくり出し
（脳）
た新名であった〃とし、長崎が西洋学術研究の淵まではあったが、
その担い手和蘭通詞の本職は通訳・貿易官にあり学問はその職務
に随伴した余技又は副職であって、その一例として志筑をあげ、
『暦象新書』の凡例中から〃子は一筒の舌人也しのみなれば、僅
に書蘭の大意を解することを得れども、浅学薄聞、和漢の典籍に
暗ければ如何にして天学の何物たることを知るに足らんや〃の文
を引用して、志筑の学殖の豊富さをたたえながらも結局通詞家の
学問は〃舌人の学問〃であり、未だ専門家による本狢的なもので
（田）
はないとしている。この引用は例証としてやや不適当の感もある
が
、
と
に
か
く
に
板
沢
氏
は
本
格
純
正
の
蘭
学
成
立
は
、
江
戸
に
於
け
る
解
体新書翻訳にあるとする。
次に本草学の発達を記した中に、宇田川椿蓄訳『植学啓原』
（天保四年）の首部にある学問の分類を説明している文中、費西
加
己
亘
巴
８
の
一
例
と
し
て
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
志筑忠雄の暦象新書（寛政十年）は先づ邦人の手になった物理
、
、
、
、
【旧）
書の最初のものであろう。（傍点は大森）
と述べ、『暦象新書』について
○罠・ａ大学の天文学教授英人］・冨口【の筥の原著を蘭訳した
旨］の】ｓｐｍの［。【Ｑ①三四口『のｚロ目色『‐のロの〔①月の丙ロロニのＣｍＱのＺ四目ｐＨ
『
暦
象
新
書
』
お
よ
び
志
筑
忠
雄
の
研
究
史
ロ
（
大
森
）
（山）
のロの〔の月の‐尻目＆ぬの㈲の、の①ロ・㈲の昼のロ」『筐を抄訳して、それ
に
自
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
と註した。ここにおいて、日本で初めて暦象新書の蘭語原本が紹
介された。
第三に天文学・暦学の発達を論じて、長崎に来航する蘭船によ
り輸入された天文関係の書籍・機械類さらにそれに附随した数学
の輸入に関して次のように記した。
蘭船仁よりて輸入された天文に関する書籍機械類は注文書の残
りを見ても中々多数に上る。天文関係書籍については東北帝国
大学所蔵本（省略）について、理学博士林鶴一氏がアムステル
ダムの数学学会紀要（この冒「シ【、三の【ぐ。。『三三ｍ盲目の）に一
九○五年に寄書されたものがある。
目・国ロョロの冨坤シ一一の庁○ｍの○日のＱ員ｎ画口印可○口○日】０口］誤「。『丙の旨８
首ご四目坤○日国○一一四口Ｑ・
我が国天文学の発達史上前に述べた志筑忠雄の暦象新書はケー
（帥）
ルの原著の一少部分の訳述とはいへ注目すべき著作である。
西洋流の天文・暦学の断片的知識ではなく、ほんとうの研究
が案外後れてはじめられたと同様に、西洋数学の研究も時代が
案外下るようである。前に度戈引用した志筑忠雄の暦象新書下ケｆ
ル
巻の算法の条に「一二角算は暦算全書に詳なれど』も、子が伝る所
ニ
ウ
ト
ン
は、奇児の一二角算、尼通の直求正弦法、捻梓繭の五件、伝屋爾
夫の三角対数表あり」とあるなどは、西洋数学の伝来を老ふる
へ皿）
上に見のがすことの出来ない文献の一つであろう。
（犯）
これらの絞述は、昭和八年刊行の『蘭学の発達』の中で語学研
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究など志筑の別方面の業績に関する記事と一体となり、次のよう
に述べられている。すなわち
同じく通詞出身の志筑忠雄（中野柳圃）の業績である。彼は享
保十年生れ、本姓中野、忠雄・忠次郎はその俗称である。阿蘭
陀通詞志築孫次郎の養子となり、安永五年稽古通詞を拝命した
が、翌年病身の故をもって職を退き、後故あって志筑家を去り、
中
野
を
称
し
、
専
ら
英
人
ケ
ー
ル
］
・
目
尻
の
筥
の
天
文
書
の
蘭
訳
に
つ
いて研究し、苦辛研修二十余年にして「暦象新書」の訳述を完
成
し
、
文
化
三
年
七
月
そ
の
段
す
る
ま
で
に
鎖
国
論
そ
の
他
貴
重
な
る
業
績を過し、大槻玄沢をして、その箸「蘭訳梯航」中に、和蘭通
詞というものありてより古今一人というべしと讃歎せしめた人
物
で
あ
る
。
彼
が
蘭
文
の
天
文
書
研
究
中
に
オ
ラ
ン
ダ
語
に
語
格
・
詞
品
の
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
六
格
・
九
品
に
区
別
し
て
一
つ
の
文
法
書
を
作
り
、
和
蘭
詞
品
考
と
題
し
た
。
六
格
と
は
、
能
格
・
領
格
・
得
格
・
任
格
・聴格・失格をいう。九品とは、発声詞・静詞・代名詞・動詞
・
動
静
詞
・
形
動
詞
・
連
属
詞
・
所
在
詞
・
歎
息
詞
を
い
う
。
彼
は
詞
品
（羽）
考
を
浸
り
に
人
に
示
さ
な
か
っ
た
。
と蘭語文法の自得をのべ、また別の箇所では北島見信・西川如見
の天文・地理研究を技したあとで、
その後吉雄幸作・本木栄之進（仁太夫）等にも天文学・暦学に関
する著述があるが、志筑忠雄（中野柳刷）の「暦象新書」が断然
他を圧する存在である。オックスフォード大学天文学教授ヨハ
ンヶールの天文書（一七○○年成ラテン文）をベルリン王立学士
院会員で、ライデン大学の天文・数学の教授であったヨハン。
法
政
史
学
第
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号
ルロフス］・冨口門已＆のが蘭訳して、一七四一年にライデンに
おいて刊行したものに拠ったのである。志筑の暦象新書はこの
一部分の訳述であるが、単なる翻訳ではなく実に二十年の辛苦
研究の末に成ったものであるという。上篇は実動の体を論じ、
地動説を論じ、寛政十年六月に成り、中篇は実動の理を論じ、
衆動の一貫を説く、寛政十二年十月に成る。下篇は求心常経説
・混沌分判説を含永、享和二年十月に成る。下巻算法の条には
「一一一角算は暦算全書に詳なれども、子が伝る所は、奇児（【囚一一）
の一一一角算、尼通（ｚのミ８口）の直求正絃法、捻辞爾（ｚの口のＨ）
の五件、伝屋爾夫の三角対数表」ありとあるなど、彼の西洋科
（別）
学研究の用一息の周到さとその学殖の深さを窺うに足る。
と
志
筑
の
科
学
研
究
を
紹
介
し
た
。
こ
の
論
文
と
〃
蘭
学
の
意
義
と
創
始
に
関する一一三の問題〃とに於いて述べられた事項、すなわちⅢ『暦
象新書』が邦人の手になった最初の物理書であろうとしたこと、
②天文学史上・数学史上の重要さの指摘、側『暦象新書』の地動
説
、
側
、
同
書
の
蘭
語
原
本
の
決
定
等
は
、
同
様
の
論
旨
を
概
括
的
に
述
べた古賀氏の文が地方出版であったのに反し、中央の学会機関誌
に発表されたことにより日本史家に与えた影響は大きいものがあ
ったと思われる。漸く日本史学界に蘭学史研究の本格的成立が訪
れようとする当時にあって、志筑忠雄・『暦象新書』について総
括的記事が見られたのである。
しかしながら、『暦象新書』は多くの問題点を持つことが板沢
氏によって指摘されながら、それ以後はしだいに地動説の輸入と
その思想性に関してのゑ云々されるようになる。そしてその傾向
１ｍ
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は現在に於いても大きく変わらないと言ってもよいのではなかろ
うか。昭和十六年発表の板沢氏の論文〃江戸時代における地動説の展
開とその反動〃は、日本における地動説の移植・発展とそれに対
する仏教徒からの反対運動を述べているが、Ⅲ中世における日本
人の天文学的常識②耶蘇会宣教師の伝えた西洋天文学説③西
洋地動説の解説者凶釈円通の梵暦運動の四節から成ってい
る。第一一節においては南蛮学統による西洋天文説は天動説であっ
たことを指摘し、第一一一節において本木良永、志筑忠雄の業績を、
一一一校博音校訂『星術木原太陽窮理了解新制天地一一球用法記』・松
平家所蔵のオランダ原書．同じく『新制天地一一球用法記』七冊中
の六冊・板沢氏所蔵の『暦象新書』の原本・『暦象新書』などの
根本史料に遡って検討した結果、
本木良永と志筑忠雄とは江戸時代における地動説の開拓者であ
り、真の意味の解説者であって、世人の好んで云々する司馬江
漢や山片蟠桃など馴茄木・志筑の説の普及者であり信者である
に過ぎないのである。
山片蟠桃の「夢の代」巻一に暦象新書天体論と同文の箇所があ
（妬）
る。
ことを指摘し、本木の『新制天地二球用法記』の原本は
シ＆日の贄の妙の『○口□のロロの円の［回国のロ丙ロロ○の》ぬの］の、Ｑ旨げの庁困Ｃｐｐの’
⑪庁の］いの］すのぐ四二『【ぬの日：再冒ののロワの⑩＆『］ぐ旨、ぐ・》【日：百の］
の□ぬのす【巳丙ロ・己のロゴの彦の日の一‐ｍｐｐｐａ‐、一・ヶのＰ三・：ロョの烏・
ぐ・国○○のぐ・缶目印庁の一・シ日い［・ヨヨつ
『暦象新書』および志筑忠雄の研究史日（大森）
であると推定し畑）この論文は本木使用のオランダ原本を推定し、
一般に司馬江漢や山片蟠桃が地動説の創唱老のように考えられて
いたことを訂正して本木・志筑を正しく位置づけたもので、これ
らの所説は、昭和九年の〃鎖国および「鎖国論」について〃とい
う論文で〃鎖国の語が志筑忠雄の鎖国論で始めて使用された〃と
いう指摘とともに、その後長く日本史家に継承されている。その
例を杉本勲『洋学』（『新講大日本史』ｕ昭和十五年）蝿Ⅶじめ
とする講座類や、同〃天動説から地動説へ〃昭和二十四年、村井
益男『洋学論』昭和二十川甥の文中に見ることができる。
さて、これら板沢氏の一連の業績により、日本史学界内に蘭学
史という分野がしだいに確立されていった昭和初期にあって、当
然蘭学の意義が、さらには思想史的意義が問題とされなければな
らず、またひるがえってその学問の対象の性質からしてオランダ
側原典や蘭学者の伝記に関する研究が行われなければならない暦
象新書の研究に於いても事情は同様であり、後者の問題について
は既に述べた古賀氏らの研究も有効であったが、そこに一つの寄
与をなしたのは日本史家ならぬ数学史家の林鶴一氏であり、前者
の問題に関しては阿部真琴氏、高橋腹一氏らが登場する。
林鶴一氏は昭和九年に論文〃志筑忠雄川を発表したが、〃ソレ
ハ志筑ノ暦象新書ノ依拠セル原書ヲ明記だ且又志筑ノ署ハセル
八円儀測量法ナルモノノ原書ヲ指示センⅢとして執筆されたもの
であった。この中で林は志筑の主な箸訳書として『求力論』『火
器発法伝』『暦象新書上編』『八円儀測量法』『西洋天文訣説』
『暦象新書中編』『暦象新書下編』『日蝕絵算』の八種をあげた
一一一五
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ＯｏＨｐの｝一のＣＯＢどのの叩国巾のｎヶ国）ぐ旨、ぐ四目ｓの〔○○国ロ【『〕「一℃
（羽）
ナルベシ。
（弧）
と述べた。さらに翌十年一口、の論文〃平賀源内〃中にオランダか
ら
購
入
し
た
ラ
テ
ン
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
の
両
原
本
の
タ
イ
ト
ル
を
紹
介
し
て
いる。］○西口【の】一］（届司桿、！】『画］）汕旨可○９口Ｒ一○四口ぐのＨ四日ｂけ］の－，回目
の【囚ｇぐのＨ四門目ロ⑫〔『ＣｐｏＨｐ芦四口］・ロローワロ⑩囚ｎｏのロロロ庁斤ユｍｏｐｏＨｐの【国回章
Ｑ】の⑪の『［囚〔】。□のぐ一臥す口、Ｏのロ庁尉四一一ヶ口の①【］の順一ワロの口陣【口。【一○口一⑪⑤
。※○己囚の》博『◎、］○ず四口田己○溢口『鐸Ｈ１▲『の、）
門口】巴ロ》ロ、の佇○庁旦のヨョロ四吋のロ四斤ロロ円‐のロの庁のＨＨの屍巨ロロの》○ｍロ四庁巨ロ【‐
のロの［のＨ『の戸口ロＳｍの］のｍの①口ぐ■ロロの国の①Ｒ］○ず囚目尻風］一・言・ロ・
の囚ぐ豈囚凹口のＣ汀国○○ｍ］の①３『冒旦①、〔のｑの穴ロロロの〔の○Ｘ｛。『口．ごく囚囚『
が、このリストはその後古賀をはじめ諸家の引用するところとな
っている。そして『暦象新書』・『八円儀測量法』の蘭語原本に
つ
い
て
は
【の一］一ノ】貝８冒昌・ノ初版〈一七○○二出デタルガ、ソノ英
語版〈一七二○一一出デ、ソノ和蘭語版〈合冊トナリテ一七四○
一一出デタリ、志筑ガ奇児全書ト称スルモノハ即チコノ和蘭語ノ
合冊ナルベシ。
コノ和蘭語版〈、和蘭国Ｐの亘目大学ノ教授タリシニ三一の日
百８ヶ．の⑦日ぐの⑩囚ごロの（』ｏｍｍ、！』『産）がいｐｍＱＥｐＰ日国四曰く○日日
（犯）
即チ田の］」のロー於テ一七四○二出版セルモノナリ。
彼レガ寛政十年一七九八一一訳セル八円儀測量法ノ原書〈（中
略
Ｎ_ノ 法政
史
学
第
二
十
五
号
ず一一ｍのぐ○の碩斤い】］。、①の敏の点のぐの『す四口Ｑの一一□ぬのご｛】｝○くの閂旦のご一口耳の
①ロ丙一○○斤の、弓の。ｄの弓○の丙の円の戸のご】□ぬの〕一四一○『のＨｇの『ロ］。Ｑの一己■ロ（の
岸『四ｍ［のロのロ一画一○ぐのＨＱの暑の〔（のロロのＨ四四ロー耳の丙穴】ｐｍｐＰの】Ｑのロ・
（妬）
牌『Ｐ骨
さらに林氏は、同論文中で地動説の輸入に関し、中国流の天動
説と南蛮人のプトレマイオス流の天動説が対立しているところへ、
本木・司馬らのコペルニクス説と志筑のニュートン・ケイル説が
（錨）
樫頑したと述べている。こうしてケイルのラテン語原本が初めて
明らかにされ、またルロフスのオランダ語原本の構成が板沢氏の
紹介よりくわしく行われたのである。なおこの蘭語原本の記述は
板沢氏のそれよりも二年おくれているのゑである。（次号完結）
註（１）'－，６
超.’
／■、〆■、'－，／■、
５４３２
、_ノ、､ノ、､ノ、､ノ
拙
論
〃
『
暦
象
新
書
』
の
研
究
史
〃
ｓ
科
学
史
研
究
肌
品
）
お
よ
び当暦象新書』の研究史（統）〃（同上Ⅲ的）を参照。
大
隅
重
信
編
「
開
国
五
十
年
史
」
上
巻
明
治
四
○
年
九
一
八
頁
同
右
九
二
○
頁
「
文
明
源
流
叢
書
」
第
一
巻
一
九
頁
「
新
撰
洋
学
年
表
」
は
後
に
佐
藤
栄
七
氏
に
よ
り
大
幅
に
増
訂
・
加
筆
さ
れ
て
、
「
日
本
洋
学
細
年
史
」
昭
和
四
○
年
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
長
崎
洋
学
史
」
上
巻
・
下
巻
・
続
篇
と
し
て
、
昭
和
四
一
年
’
四
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
上
巻
に
付
せ
ら
れ
た
中
西
啓
氏
の
「
後
記
」
に
よ
れ
ば
「
長
崎
市
史
洋
学
篇
」
は
大
正
年
間
に
執
筆を開始し昭和一五年に脱稲したとふられる、という。
従
っ
て
本
論
文
で
、
以
後
引
用
す
る
古
賀
の
文
は
、
「
長
崎
市
史
一一一一ハ
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『暦象新書』および志筑忠雄の研究史日（大森）
洋学繍」執筆の途次その研究成果が公表されたものと見
倣すことができるであろう。そこで「長崎市史洋学篇」
の記事に基いて研究史が述べられるべきであると考えら
れるが、それは長期間未刊のままにおかれていて公刊は
昭和四一’四三年であり、また研究史の性格から、これ
については後にふれることとする。
長崎市役所編「長崎と海外文化」下編大正一五年二三
頁「文明源流叢書」第三巻に収められている同目録には、
志筑の著訳として「暦象新書」「助辞考」「四法諸時対
訳」「鎖国論」「生前父」「四十五様」「西音発微」を
あ
げ
て
い
る
。
岡村千奥「紅毛文化史話」昭和二八年に収載。私の引
用はこの書による。
同
右
一
一
五
’
六
頁
同
右
一
三
六
頁
同右一二○頁に〃「暦象新書」（享和三年完成）川と
あ
る
。
渡辺庫輔「阿蘭陀通詞志筑氏事略」昭和三二年長崎学
会
叢
書
第
四
紺
四
一
頁
剛学資料研究会研究報告Ⅲ即
森銑三「おらんだ正月」昭和一一一一年に収載。
板沢武雄「蘭学の意義と蘭学創始に関する一一、三の問題」
（
二
『
歴
史
地
理
』
五
九
巻
第
一
号
一
一
七
頁
同同同Ｃ
右右右一
第五九巻第二号
同
号
一
六
八
頁
一五四頁
（
卯
）
同
右
同
号
一
五
七
頁
（
皿
）
同
右
同
号
一
五
八
頁
（犯）板沢武雄「蘭学の発達」昭和八年（岩波識座「日本歴史」
中の一冊）。この論文は「日蘭文化交渉史の研究」昭和
三四年に収められている。以下の引用はこの書による。
（淫）板沢武雄「日蘭文化交渉史の研究」一一四’一一五頁
（型）同右一一八’一一九頁
（躯）（配）同右二五二頁
（
”
）
同
右
二
四
七
頁
（犯）杉本勲〃天動説から地動説へ〃『日本歴史』第一四巻第
３
号
昭
和
一
一
四
年
（羽）中央公論社版『新日本史講座』中の一冊
（卯）林繍一〃志筑忠雄〃昭和九年一月東北帝大女科学会編
雑誌『文化』第一巻第一号所載、のちに林鶴一「和算研
究集録」昭和一二年に収む。以下の引用はこの書による。
（虹×犯）（粥）林鶴一「和算研究集録」下巻四一八’四二一頁
（弧）同右四五七’四六二頁
（
妬
）
同
右
四
六
○
頁
（
粥
）
同
右
四
五
九
頁
（本稿には昭和四十六年度法政大学特別研究助成金による研
究成果が含まれていることを記して謝意を表する。）
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